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1B ＭＥＰ スミチオン乳剤 1000倍 収穫21日前まで 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○

無人航空機
8倍，0.8L/10a

収穫21日前まで 4 ○ ○ ○ ○

1B ＰＡＰ エルサン乳剤 1000倍 収穫7日前まで 2 ○ ○ ○ ○ ・希釈倍数使用量「1000倍」を採用

1B アセフェート オルトラン水和剤 1000倍 収穫60日前まで 3 ② ・使用方法「散布」のみ採用

1B アセフェート ジェイエース水溶剤 1000倍 収穫60日前まで 3 ②

1B イソキサチオン カルホス微粒剤Ｆ 6kg/10a
播種時（土壌表面散布土壌混和処
理）

2 ○ ○ ・使用時期「播種時」のみ採用

1B イソキサチオン カルホス粉剤 4～6kg/10a 播種時（作条施用土壌混和） 1 ○ ○
・使用方法「作条施用土壌混和」のみ採用
・使用時期を「播種時」のみ採用
・使用回数を「1回」のみ採用

1B イソキサチオン ネキリエースＫ 3kg/10a
播種時～本葉2葉期（土壌表面株
元処理）

2 ○

1B ダイアジノン ダイアジノン粒剤１０ 3kg/10a 収穫30日前まで（土壌表面散布） 5① ○

3kg/10a 収穫30日前まで 4 ○

無人ヘリコプター
3kg/10a

収穫30日前まで 4 ○

1B ダイアジノン ダイアジノン粒剤５ 6kg/10a 収穫30日前まで 4 ○ ○
・使用方法「散布」のみ採用
・使用量を「6kg/10a」を採用

1B マラソン マラソン乳剤 2000倍 収穫7日前まで 3 ○ ○ ・希釈倍数使用量「2000倍」を採用

1B マラソン マラソン粉剤３ 3kg/10a 収穫7日前まで 3 ○ ○ ③

2B エチプロール キラップフロアブル 2000倍 収穫7日前まで 2 ○

無人ヘリコプター
16倍，0.8L/10a

収穫7日前まで 2 ○

3A エトフェンプロックス トレボンＭＣ 1000倍 収穫14日前まで 2 ○ ○

3A エトフェンプロックス トレボン乳剤 1000倍 収穫14日前まで 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3A エトフェンプロックス トレボンエアー
無人ヘリコプター
16倍，0.8L/10a

収穫14日前まで 2 〇 〇 〇

3A シペルメトリン アグロスリン乳剤 2000倍 収穫7日前まで 3 ○ ○

3A シフルトリン バイスロイドＥＷ 1000倍 収穫7日前まで 3 ○

3A ビフェントリン テルスター水和剤 1000倍 収穫7日前まで 3 ②

3A フルシトリネート ペイオフＭＥ液剤 2000倍 収穫7日前まで 3 ○ ② ○

・「散布」（1000倍希釈は除く。）
・「無人航空機による散布」

・「土壌表面散布」（ただし生育期は4回）
・「散布」
・「無人ヘリコプターによる散布」
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3A ペルメトリン アディオン乳剤 3000倍 収穫7日前まで 3 ② ○ ○ ○

無人航空機
24倍，0.8L/10a

収穫7日前まで 3 ② ○

4A クロチアニジン ダントツＨ粉剤ＤＬ 3～4㎏/10a 収穫7日前まで 3 ② ○

4A クロチアニジン ダントツフロアブル 2500～5000倍 収穫7日前まで 3 ○ ② ○

無人航空機
24倍，0.8L/10a

収穫7日前まで 3 ○ ○

4A クロチアニジン ダントツ水溶剤 2000倍 収穫7日前まで 3 ○ ② ○ ○ ・希釈倍数使用量「2000倍」を採用

4A クロチアニジン ダントツ粉剤ＤＬ 4kg/10a 収穫7日前まで 3 ○ ②

4A クロチアニジン ダントツ粒剤 6kg/10a 播種時（播溝処理土壌混和） 1 ② ○

4A ジノテフラン スタークルメイト液剤１０ 1000倍 収穫7日前まで 2 ○ ・使用方法「散布」のみ採用

4A ジノテフラン スタークル液剤１０ 1000倍 収穫7日前まで 2 ○ ・使用方法「散布」のみ採用

4A ジノテフラン スタークル粒剤 6kg/10a 播種時（播溝土壌混和） 1 ○

4A チアメトキサム アクタラ顆粒水溶剤 3000倍 収穫7日前まで 2 ○ ②

4A チアメトキサム クルーザーＦＳ３０ 乾燥種子1kg当たり原液6mL 播種前（塗沫処理） 1 ○ ② ○ ○ ○

4A アセタミプリド モスピラン顆粒水溶剤 2000～4000倍 収穫14日前まで 3 〇 ○

11A BT（生菌） サブリナフロアブル 500倍 発生初期（但し，収穫前日まで） - ④ ・豆類（種実）での登録

15 クロルフルアズロン アタブロン乳剤 4000倍 収穫14日前まで 2 ○ ・使用方法「散布」の採用

15 フルフェノクスロン カスケード乳剤 4000倍 収穫7日前まで 2 ○ ○ 〇 〇

無人航空機
32倍，0.8L/10a

収穫7日前まで 2 ○ 〇 〇

22B メタフルミゾン アクセルフロアブル 1000倍 収穫前日まで 3 ○ ・希釈倍数使用量「1000倍」を採用

28 クロラントラニリプロール プレバソンフロアブル５ 4000倍 収穫7日前まで 2 ○ ○ ○

無人航空機
16～32倍，0.8L/10a

収穫7日前まで 2 ○ 〇 ○

28 シアントラニリプロール ベネビアＯＤ 2000倍 収穫7日前まで 3 ○ ②

2000～4000倍 収穫7日前まで 3 ○
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28/15
シアントラニリプロール/
ルフェヌロン

ミネクトエクストラＳＣ 10000倍 収穫7日前まで 2 ○

無人航空機
40～80倍，0.8L/10a

収穫7日前まで 2 ○

28 フルベンジアミド フェニックスフロアブル 4000倍 収穫7日前まで 3 ○ ○ ○ ・希釈倍数使用量「4000倍」のみ採用

無人航空機
16～32倍，0.8L/10a

収穫7日前まで 3 ○ ○ ○ ・希釈倍数使用量「16～32倍」のみ採用

28 フルベンジアミド フェニックス顆粒水和剤 2000倍 収穫7日前まで 3 ○

28 テトラニリプロール ヨーバルフロアブル 5000倍 収穫7日前まで 2 ○ 〇 ○

無人航空機
50倍，1.6L/10a

収穫7日前まで 2 〇 〇 〇

29 フロニカミド ウララＤＦ 2000～4000倍 収穫7日前まで 2 ②

30 フルキサメタミド グレーシア乳剤 2000倍 収穫14日前まで 2 ○
・ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼに限り希釈倍数使用量「2000
倍」のみ採用

2000～3000倍 収穫14日前まで 2 ○ ○ ○

2000倍 収穫前日まで 3 ○ ○ ○ ○

無人航空機
16～32倍，0.8～1.6L/10a

収穫前日まで 3 ○ ○ ○ ○

UN ピリダリル プレオフロアブル 1000～2000倍 収穫7日前まで 2 ○
・使用方法「散布」のみ採用
・希釈倍数使用量「1000～2000倍」のみ採
用

3A/1B フェンバレレート／ＭＥＰ パーマチオン水和剤 1000倍 収穫21日前まで 3 ○ ○

1000～2000倍 収穫21日前まで 3 ○ ○

3A/4A
エトフェンプロックス／ジ
ノテフラン

トレボンスター粉剤ＤＬ 3～4kg/10a 収穫14日前まで 2 ○

注）同名の剤であっても農薬会社によっては登録内容が異なることもあるので，使用する際は農薬の容器（袋）のラベルを確認する。

30 ブロフラニリド ブロフレアＳＣ


